
ワークショップの実施仕様

・市民と文化財との関わりを深め、官民協働の活動の礎とします。
・参加者が、文化財を身近に感じ、文化財の関係性を体系的にイメージできる手法を取り入れます。
・文化財に対して民間の主体的な活動の契機となるような運営に努めます。

(1) ワークショップの目的・効果

(2) ワークショップの進め方
　ワークショップのプログラムは、【趣旨説明】・【意見交換】の２部構成とします。

求める効果①：文化財に対する認識向上 求める効果②：文化財や当計画についての周知・啓発

・身近にある文化財をあげていただき、住民にしか
　わからない地区ならではの文化財を把握します。
・住民目線での文化財の関連性を把握します。

・文化財や当計画について、市民に内容の理解を促
　します。
・文化財の保存活用などに向けた民間の取組みなど、
　官民連携の取組み契機とします。

１）趣旨説明 本計画の概要の説明

　・市職員から計画の趣旨を説明していただき、文化財の保存・活用に関わる活動への参加をお願いします。
２）意見交換 地域にはどんな文化財があるか？どんな関係性があるか？

　ア）グループに分かれ、市内の「文化財カード」を、それぞれの関係性を考えながら並べていきます（下
　　　図参照）。
　イ）カードになっていないけれど、地区内で大切にしたい、重要と考える文化財があれば追加し、その
　　　魅力や特徴　について書き込みます。
　ウ）並べた「文化財カード」のうち保存・活用する上で課題のあるものは記述します。
　エ）並べ終わった文化財カードについては、その所在地を別途、地図上に記録します。

(3) ワークショップ会場設営支援、出席、議事録作成、分析
　・会場　　　　　　：　出来る限り広い会場を用意し、密にならないように設営します。
　・グループワーク　：　参加者 5～ 10 名程度　に対して　スタッフ 1名　でサポート（コンサル担当）
　・記録作成　　　　：　グループ発表の動画撮影・録音、写真撮影、議事録作成（コンサル担当）
　・分析　　　　　　：　一覧表など成果のとりまとめを行い、保存活用に関する課題を整理します。

「文化財カード」を使った
グループワーク（イメージ）

天然名勝史跡民俗無形美術建物
タグ：

時代：近世
金鑚神楽本庄組
地区：本庄

天然名勝史跡民俗無形美術建物
タグ：

時代：近代
旧本庄仲町郵便局
地区：本庄

天然名勝史跡民俗無形美術建物
タグ：

時代：近代
旧本庄商業銀行倉庫
地区：本庄

天然名勝史跡民俗無形美術建物
タグ：

時代：近代
賀美橋
地区：本庄

天然名勝史跡民俗無形美術建物
タグ：

時代：近代
競進社模範蚕室
地区：児玉

天然名勝史跡民俗無形美術建物
タグ：

時代：近代
高窓の里（東小平地区）
地区：児玉

関連性

児玉地区の
養蚕業の発達

文化財の魅力・特徴

温度や湿度を調節す
るための小屋根がつ
いた建物

関連性

生糸・織物関係
者関係者の通行

関連性

養蚕業に使用さ
れていたもの

天然名勝史跡民俗無形美術建物
タグ：

時代：近代
養蚕道具
地区：児玉

文化財の魅力・特徴

立操、検尺器、糸操
等当時使用していた
物が残る

本庄地区 児玉地区

関連性

繭を担保として
使用していた

課題 課題

課題

①関係するカード

②関係する
　理由

③課題

④文化財を
　追加

※あらかじめカード化する文化財
　は、全市域の指定登録文化財と
　します。
※全市的な文化財の関連性をイ
　メージしてもらうため、全市の
　「文化財カード」を用います。

① 関係性があると思われる「文化財カード」を並べます。
② カード間に関係する理由を記載します。
➂ 保存・活用に向けた課題を付箋に記載します。
④ カード化されていないものでも、大切と思う文化財等を追加記入します。
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